
万国の労働者団結せよ！万国の労働者と被抑圧民族団結せよ！

現
在
、
六
月
二
十
九
日
か
ら
八
月

四
日
の
期
間
に
か
け
て
、
ハ
ワ
イ

諸
島
お
よ
び
そ
の
近
海
で
環
太
平

洋
合
同
軍
事
演
習
「
リ
ム
パ
ッ
ク

２
０
２
２
」
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
主
催
は
ア
メ
リ
カ
海
軍
で
、

日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン

ド
の
ク
ア
ッ
ド
参
加
国
に
加
え
、

イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス

な
ど
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
、
イ
ス
ラ

エ
ル
や
韓
国
も
含
む
合
計
二
六
か

国
が
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
、
日
本
、
韓
国
は
そ
の
開

催
に
合
わ
せ
て
、「
北
朝
鮮
の
弾

道
ミ
サ
イ
ル
の
探
知
・
追
尾
訓

練
」
と
し
て
「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・

ド
ラ
ゴ
ン
」
を
予
定
す
る
。

ア
メ
リ
カ
海
軍
の
五
月
三
十
一
日

の
公
式
声
明
に
よ
れ
ば
、「
リ
ム

パ
ッ
ク
２
０
２
２
」
の
目
的
は

「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平

洋
の
促
進
」
で
あ
る
。「
リ
ム
パ

ッ
ク
」
自
体
は
以
前
か
ら
行
な
わ

れ
て
い
る
が
、「
自
由
で
開
か
れ

た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
と
い
う
言
葉

の
登
場
は
前
回
か
ら
で
あ
る
。

参
議
院
選
挙
は
改
憲
勢
力
が
三
分

の
二
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

今
後
、
改
憲
勢
力
は
〝
黄
金
の
三

年
間
〟
内
で
大
軍
拡
と
改
憲
発

議
・
国
民
投
票
の
動
き
を
速
め
る

こ
と
に
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
参

議
院
選
挙
を
ど
う
総
括
し
、
改
憲

（
発
議
）
阻
止
の
た
た
か
い
を
ど

う
作
り
上
げ
て
い
く
の
か
。「
大

方
の
予
想
通
り
」
と
か
「
選
挙
共

闘
体
制
の
構
築
が
不
十
分
」
な
ど

の
抽
象
的
な
総
括
で
終
わ
ら
せ
て

は
な
ら
な
い
。
改
憲
勢
力
が
二
月

末
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
以
来
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
戦
争
継
続
の
支
援
を

行
な
い
、
軍
事
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
倍

増
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
、
緊

急
事
態
条
項
創
設
な
ど
改
憲
の
必

要
性
を
煽
り
、
世
論
の
右
傾
化
が

進
行
し
た
。
他
方
、
こ
れ
ら
反

動
・
右
傾
化
の
動
き
に
対
抗
・
対

決
す
べ
き
野
党
お
よ
び
反
戦
平
和

運
動
が
思
想
的
に
も
運
動
（
量
）

的
に
も
崩
壊
と
も
言
う
べ
き
様
相

の
下
で
参
議
院
選
挙
は
行
な
わ
れ

た
。
こ
の
事
実
経
過
を
わ
す
れ
て

は
な
ら
な
い
。
改
憲
勢
力
が
「
軍

事
対
軍
事
」、
憲
法
改
正
な
ど
を

明
確
に
公
約
と
し
た
の
に
対
し
て

野
党
と
そ
の
応
援
団
は
改
憲
勢
力

と
真
に
対
決
、
対
抗
す
る
公
約
・

路
線
を
明
確
に
提
起
で
き
な
か
っ

た
。
選
挙
の
結
果
は
〝
日
常
活
動

の
反
映
〟
と
い
う
点
か
ら
み
て

も
、
野
党
も
わ
れ
わ
れ
も
、〝
敗

北
は
み
ず
か
ら
が
招
い
た
の
だ
〟

と
い
う
総
括
が
必
要
だ
。

岸
田
政
権
と
改
憲
勢
力
は
、
選
挙

後
す
ぐ
に
、
翼
賛
化
し
た
世
論
を

背
景
に
「
ア
ベ
の
美
化
・
賛
美
」

と
い
う
新
た
な
手
口
で
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
「
大
軍
拡
と
憲
法
改

正
」
へ
の
同
意
・
翼
賛
に
世
論
を

追
い
込
む
と
の
狙
い
の
下
に
、

「
安
倍
国
葬
」
を
改
憲
促
進
の
有

効
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
持
ち
出

し
、
九
月
二
十
七
日
実
施
を
閣
議

決
定
し
た
。
そ
れ
は
憲
法
改
悪
の

露
払
い
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
眼
前
で
い
ま
進
行
し

て
い
る
政
治
の
現
実
は
「
国
防
が

す
べ
て
」
に
基
づ
く
大
軍
拡
と
そ

の
た
め
の
壊
憲
政
治
の
横
行
で
あ

る
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
憲
法
改

悪
阻
止
に
向
け
、
九
月
二
十
七
日

ま
で
に
「
安
倍
国
葬
」
反
対
の
世

論
の
醸
成
に
全
力
を
挙
げ
、
中
止

に
追
い
込
ま
な
く
て
は
な
ら
な

い
。「
安
倍
国
葬
」
反
対
の
声
を

「
憲
法
改
正
」
反
対
の
声
に
高
め

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
九

月
十
九
日
に
は
総
が
か
り
行
動
の

主
催
で
代
々
木
公
園
を
会
場
に
戦

争
法
制
強
行
七
周
年
中
央
集
会
が

国
葬
反
対
中
央
集
会
と
し
て
も
行

な
わ
れ
る
。
こ
の
中
央
集
会
に
向

け
て
各
地
方
・
地
域
で
具
体
的
な

取
り
組
み
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ

と
が
と
り
わ
け
必
要
だ
。
八
月
上

旬
開
催
の
原
水
禁
世
界
大
会
（
そ

の
前
段
で
の
各
地
で
行
な
わ
れ
る

平
和
行
進
）、
八
月
二
十
三
日
か

ら
九
月
一
日
ま
で
行
な
わ
れ
る
米

韓
合
同
軍
事
演
習
反
対
行
動
（
駐

日
米
韓
の
領
事
館
へ
抗
議
と
怒
り

の
声
を
届
け
る
）、
年
末
ま
で
に

改
定
予
定
の
「
防
衛
三
戦
略
」
改

定
反
対
の
取
り
組
み
な
ど
反
戦
平

和
の
課
題
に
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
か

か
わ
り
、
改
憲
阻
止
の
ち
か
ら
・

団
結
を
ど
う
作
り
出
し
て
い
く
の

か
、
わ
れ
わ
れ
も
、
い
ま
正
念
場

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

わ
た
し
た
ち
「
共
同
行
動
の
た
め

の
か
な
が
わ
ア
ク
シ
ョ
ン
」
は

「
安
倍
国
葬
」
反
対
世
論
を
地
元

の
神
奈
川
で
拡
げ
る
べ
く
次
の
よ

う
な
運
動
を
行
な
う
。

①
独
自
行
動
と
し
て
、
街
宣
用
の

横
幕
・
チ
ラ
シ
・
プ
ラ
カ
ー
ド
の

作
成
、
国
葬
反
対
戦
争
反
対
の
声

明
。
定
例
街
宣
や
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
、
署
名
収
集
、
シ
ー
ル
投
票
。

②
各
団
体
に
よ
る
共
同
行
動
と
し

て
、
各
団
体
へ
「
国
葬
反
対
」
の

意
志
表
明
と
公
表
の
呼
び
か
け
。

共
同
行
動
の
呼
び
か
け
（
市
民
団

体
、
労
働
組
合
、
立
憲
野
党
、
弁

護
士
、
学
者
な
ど
を
対
象
に
）。

（
仮
称
）
あ
べ
国
葬
を
許
さ
な
い

共
同
行
動
実
行
委
員
会
の
結
成
。

県
教
委
、
市
教
委
、
市
議
会
等
へ

の
申
し
入
れ
（
国
葬
は
憲
法
違

反
、
弔
意
や
黙
と
う
を
強
制
す
る

な
等
）。
県
、
市
へ
「
悼
み
記
帳

所
」
を
設
置
し
な
い
こ
と
の
申
し

れ
、
設
置
の
場
合
は
「
撤
去
」
申

し
入
れ
。
立
憲
野
党
へ
共
同
行
動

へ
の
参
加
要
請
と
立
憲
民
主
党
へ

「
国
葬
反
対
」
表
明
の
要
請
行
動
。

③
研
究
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
な

ど
わ
た
し
た
ち
の
情
報
戦
を
ど
う

す
す
め
る
か
の
検
討
。
メ
デ
ィ
ア

対
策
（
記
者
会
見
で
の
取
材
の
要

請
、
メ
デ
ィ
ア
報
道
へ
の
批
判
の

声
を
な
ど
）。

こ
れ
ま
で
行
な
っ
た
シ
ー
ル
投
票

で
は
、「
国
葬
賛
成
」
に
シ
ー
ル

を
貼
る
の
は
圧
倒
的
に
若
者
が
多

か
っ
た
。「
ア
ベ
大
好
き
」
と
い

う
若
者
も
登
場
し
た
。
ま
た
、
反

対
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
の
受
け

取
り
も
芳
し
く
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
こ
と
も
確
認
し
て
い
る
。

「
国
葬
」
反
対
も
「
戦
争
反
対
」

も
自
分
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め

考
え
て
も
ら
う
に
は
、
ど
う
話
を

す
れ
ば
い
い
の
か
、
シ
ー
ル
投
票

の
集
計
結
果
報
告
の
中
で
こ
の
点

の
経
験
交
流
や
意
見
交
換
も
は
じ

め
た
。
神
奈
川
で
の
平
和
運
動
の

再
構
築
と
広
が
り
を
め
ざ
し
改
憲

阻
止
の
た
め
の
力
（
連
帯
・
団

結
）
を
ど
う
作
り
出
し
て
い
く
か

に
こ
だ
わ
っ
て
、
今
後
と
も
具
体

的
に
大
衆
運
動
に
取
り
組
む
な
か

で
よ
り
深
め
た
い
、
と
メ
ン
バ
ー

と
話
し
合
い
を
続
け
て
い
る
。

国
際
秩
序
に
反
し
て
い
る
」
と
言

う
ア
メ
リ
カ
や
日
本
で
あ
る
。

こ
ん
に
ち
帝
国
主
義
勢
力
は
、
中

国
や
朝
鮮
を
ふ
た
た
び
植
民
地
に

し
よ
う
と
い
う
野
心
を
捨
て
ず
、

こ
の
両
国
を
中
傷
し
、
経
済
を
破

壊
し
、
武
力
で
脅
し
、
屈
従
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
日

本
の
支
配
階
級
も
「
ア
ジ
ア
太
平

洋
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
で
も
っ
て
、
み

ず
か
ら
の
資
本
主
義
的
・
帝
国
主

義
的
利
害
を
追
求
し
、
歴
史
を
繰

り
返
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

来
月
は
日
中
共
同
声
明
（
一
九
七

二
年
九
月
二
十
九
日
）
五
〇
周
年

で
あ
り
、
ま
た
、
日
朝
平
壌
宣
言

（
二
〇
〇
二
年
九
月
十
七
日
）
二

〇
周
年
で
も
あ
る
。
そ
の
両
方

で
、
日
本
側
は
過
去
の
侵
略
を
反

省
す
る
と
約
束
し
た
。
わ
れ
わ
れ

労
働
者
人
民
は
、
こ
れ
を
反
故
に

す
る
支
配
階
級
の
野
蛮
な
企
図
に

抗
し
て
、
日
中
友
好
・
日
朝
友
好

の
旗
を
は
っ
き
り
と
か
か
げ
よ

う
。
東
ア
ジ
ア
の
平
和
は
そ
れ
に

か
か
っ
て
い
る
。�

【
大
村
歳
一
】

動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と

だ
。
七
月
十
四
日
に
ア
メ
リ
カ
の

下
院
で
、
二
〇
二
四
年
の
「
リ
ム

パ
ッ
ク
」
へ
の
台
湾
地
区
の
「
政

権
」
の
招
待
を
明
記
し
た
二
〇
二

三
年
度
予
算
案
「
国
防
権
限
法
」

が
可
決
さ
れ
た
。
翌
日
に
は
、
ト

ラ
ン
プ
時
代
の
大
規
模
な
対
台
湾

武
器
売
却
政
策
を
引
き
継
い
だ
バ

イ
デ
ン
政
権
が
、
就
任
後
五
回
目

の
武
器
売
却
を
行
な
っ
て
い
る
。

日
本
で
も
、「
台
湾
有
事
は
日
本

有
事
」（
安
倍
晋
三
）を
合
言
葉
に
、

台
湾
地
区
へ
の
干
渉
を
強
め
よ
う

と
す
る
動
き
が
続
い
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
動
き
は
ア
メ

リ
カ
が
一
九
七
二
年
二
月
の
上
海

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
等
で
、
日
本
が
同
年

九
月
の
日
中
共
同
声
明
等
で
誓
約

し
た
「
一
つ
の
中
国
」
原
則
に
反

す
る
も
の
だ
。
西
側
の
台
湾
地
区

へ
の
干
渉
・
介
入
は
国
連
憲
章
違

反
で
あ
り
、
中
国
に
対
す
る
侵
略

以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
実
際

に
国
際
的
な
約
束
を
破
っ
て
い
る

の
は
「
中
国
は
ル
ー
ル
に
基
づ
く

そ
も
そ
も
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ

ン
ド
太
平
洋
」
と
は
何
か
。
こ
れ

は
二
〇
一
六
年
八
月
に
安
倍
晋
三

が
発
表
し
た
構
想
で
、
ア
メ
リ
カ

を
は
じ
め
と
す
る
他
の
西
側
諸
国

が
賛
同
し
た
も
の
だ
。
こ
の
構
想

の
本
質
は
、
か
つ
て
の
帝
国
主
義

列
強
お
よ
び
そ
れ
に
親
和
的
な
国

を
ひ
と
つ
に
束
ね
て
、
貿
易
協

定
・
多
国
籍
企
業
・
金
融
機
関
に

の
国
も
標
的
に
は
し
て
い
な
い
と

い
う
の
が
ア
メ
リ
カ
の
公
式
の
言

い
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ

カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
ア
ビ
ー

‐
マ
ー
テ
ィ
ン
が
自
身
の
運
営
す

る
独
立
系
メ
デ
ィ
ア
『
エ
ン
パ
イ

ア
・
フ
ァ
イ
ル
』
に
七
月
二
十
二

日
付
で
リ
ー
ク
し
た
軍
事
演
習
の

映
像
は
、
別
の
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
そ
の
映
像
で
は
、
ア
メ
リ

社
会
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
拡

散
し
よ
う
と
し
て
い
る
」と
言
っ

て
い
た
よ
う
に
、こ
の
構
想
そ
の

も
の
が
当
初
か
ら
中
国
を
敵
視
し

て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

中
国
と
朝
鮮
の
見
方
は
厳
し
い
。

『
人
民
網
』
は
「
中
国
封
じ
込
め

の
た
め
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
ア
ジ
ア
太

平
洋
化
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
化
を
推
し
進
め
る
ア
メ
リ
カ

有
利
な
新
植
民
地
主
義
的
経
済
秩

序
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ

し
て
、「
リ
ム
パ
ッ
ク
２
０
２
２
」

は
社
会
主
義
や
反
帝
自
主
の
道
を

進
も
う
と
す
る
国
々
に
そ
の
構
想

を
強
制
す
る
「
拳
」
と
し
て
機
能

す
る
軍
事
機
構
、
す
な
わ
ち
「
ア

ジ
ア
太
平
洋
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
の
結

成
の
た
め
の
前
段
階
と
し
て
行
な

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
リ
ム
パ
ッ
ク
２
０
２
２
」
は
ど

カ
兵
と
お
ぼ
し
き
兵
士
が
七
月
十

八
日
に
金
正
日
と
金
正
恩
の
肖
像

が
飾
ら
れ
た
朝
鮮
の
民
家
に
対
し

銃
弾
を
撃
ち
込
む
訓
練
を
し
て
い

る
の
だ
。ま
た
、ア
メ
リ
カ
・
イ
ン

ド
太
平
洋
軍
の
当
時
司
令
官
フ
ィ

リ
ッ
プ
‐
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
が

二
〇
一
九
年
九
月
三
十
日
の
演
説

で
「
北
京
は
、自
由
で
開
か
れ
た

イ
ン
ド
太
平
洋
を
阻
止
す
る
た
め

に
権
威
主
義
的
・
共
産
主
義
的
・

の
戦
略
的
企
て
」（
七
月
五
日

付
）、『
朝
鮮
中
央
通
信
』
は
「
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
ア
メ
リ
カ
と

日
本
、
南
朝
鮮
が
繰
り
広
げ
る
合

同
軍
事
演
習
は
何
よ
り
も
わ
れ
わ

れ
を
狙
っ
た
も
の
」（
六
月
三
十

日
付
）
と
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
す
る
。

い
ま
、
と
く
に
警
戒
が
必
要
な
の

は
西
側
諸
国
の
中
国
・
台
湾
地
区

へ
の
干
渉
で
あ
り
、
台
湾
を
中
国

に
対
し
て
差
し
向
け
よ
う
と
す
る

「
安
倍
国
葬
」反
対
・
壊
憲
阻
止

神
奈
川
で
大
衆
運
動
を
め
ざ
し
て

高
梨
晃
嘉（
共
同
行
動
の
た
め
の
か
な
が
わ
ア
ク
シ
ョ
ン
代
表
世
話
人
）

（毎月１回１日発行）1969年12月20日第₃種郵便物認可

東
水
労
、
東
部
労
組
、
全
労
な
ど
が
呼
び
か
け
て
行
な
わ
れ
た
反
戦
ア
ピ
ー
ル
労
組
共
同
行
動
（
７
月
13
日
、
東
京
・

Ｊ
Ｒ
水
道
橋
駅
前　

写
真
提
供
＝
東
京
東
部
労
組　

関
連
記
事
三
面
）

戦
争
反
対
! 

即
時
停
戦
!�

労
働
者
同
士
は
殺
し
合
っ
て
は
な
ら
な
い

ア
ジ
ア
太
平
洋
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
許
す
な

日
中･

日
朝
友
好
の
旗
を
か
か
げ
よ
う
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